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研究成果の概要： 

我々は、これまでに FAB 分類の不応性貧血において、日本例とドイツ例で臨床像が異なるこ

とを報告してきたが、その差異がアジアと欧米の民族差によるものかどうかを明らかにするた

めに、日本と中国の FAB-RA 症例を対象とし、臨床像を比較検討した。FAB-RA は診断が困難で

あるため、日独で検討した診断基準を用い、日中両国間で統一を図った。ドイツ例と比較し認

められた日本の特徴は、中国例にも共通して認められた。MDS の臨床像において民族差がある

ことが明らかになった。 
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１．研究開始当初の背景 
 
我々は、これまでに FAB 分類の不応性貧血に
おいて、日本例とドイツ例で臨床像が異なる
ことを報告してきた。欧米の不応性貧血の臨

床データが非常に似通っているのに対し、ア
ジアから報告されている臨床像は異なって
いることが示唆されている。 
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２．研究の目的 
 
我々の日独共同研究により認められた不応
性貧血の差異がアジアと欧米の民族差によ
るものかどうかを中国との共同研究によっ
て明らかにする。 
 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 

日本の参加施設は長崎大学と埼玉医大、中

国は蘇州大学附属第一医院、北京協和医院、

復旦大学崋山病院、浙江大学病院である。検

討した症例数は日本症例の 131 例、中国症例

265 例である。2005 年 10 月中国蘇州大学附

属第一医院での合同カンファレンスを第一

回とし、2006 年 10 月に長崎大学、2008 年 5

月に中国蘇州大学附属第一医院にて合計 3回

の合同カンファレンスを行った。まず、両国

の診断基準の統一を確認するために、両国か

ら持参した症例（FAB-RA : 50 例、AA: 10 例）

について、お互いに診断し、一致率を検討し

た。次に、日本と中国の臨床的特徴の比較を

行い、さらにドイツ症例と比較検討した。 

 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 

日中両国の検鏡者における形態学的診断

の一致率は 98.3%であった。また、FAB 分類

を用いた診断一致率は 94％ (p<0.001) と

高率であった。従って両国の診断が一致し、

その後の臨床像を検討することが可能であ

ると判断した。 

日本と中国の FAB-RA 患者を比較すると、

中国の方が、日本例よりも好中球とヘモグロ

ビンが有意に減少していた。また、二血球以

上減少している割合が多かった。しかし、そ

れ以外には有意差を認めなかった。次に、ド

イツを加えた 3国間で比較を行った。 

ドイツ症例に比べ、日中においては診断時年

齢が低い、血球減少の程度が強い、二／汎血

球減少の割合が多い、正常核型が多い／５ｑ

－の割合が少ない。また、血球減少の予後に

対する影響が弱く、日中はドイツより OS 

（75％OS; 日本：52 ヶ月、中国：38 ヶ月、

ドイツ：16ヶ月）／LFS（90％LFS; 日本：92

ヶ月、中国：到達せず、ドイツ：23 ヶ月）が

良好であった。 

RA の診断は形態学的判断によるものが大

きく、また、他疾患との鑑別も困難である。

従って臨床像を比較する上で、共通の診断基

準をもって診断することが非常に重要であ

る。我々が以前共同研究したドイツグループ

は WHO分類における MDSの形態学的診断の基

となっており、そのグループと診断基準を統

一した上での比較研究は意義が高い。その結

果、日中の不応性貧血の臨床像は類似してお

り、ドイツとは異なっており、アジア人と欧

米人との人種差があることが確認された。今

後 MDS において新たな治療が出てくる中で、

人種差を考慮した治療方針を確立する必要

があると考えられる。 
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